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第１５回活動 博物館見学 EXEDRA

スマホを片手に持って、駅から EXEDRA を探しながら歩く。

狭い道を、右に左にへ。

「この辺だな？」と見上げれば、小さなアパートの一角。

１０時１分前に 看板を持った女性が現れた。

部屋の中には、毛皮・骨格・貝・標本などがいっぱい！

「試験管に雪をふらそう」のワークショップを受ける。

あら不思議、白い雪が降ってくるではありませんか！

１，日 時：２０２６年２月１日（日）１０：００～１２：００

２，天 気：晴れ

３，場 所：柏 EXEDRA

４，参加者：総数７ 内訳 大人 ２

小学 ２

スタッフ ３

５，活動の様子

靴を脱いで部屋に上がると、いろいろな資料が所せましと並んでいる。

興味いっぱいのゆうきくん・いくこうくんは、早速手に取ってみようとする。が、

やんわりと女性担当者の説明が入る。

毛皮が積み重なっている。イノシシ・シカ・キョン・タヌキ・アライグマ・サルの

手触りは、それぞれ特徴がある。イノシシは、硬く太い。その他の毛皮は、柔らかく

手が温かくなってくる。ワニの骨格に、初めて触れてみた。たくさんの小さな歯の間

に、太く鋭い歯が所々に。かまれると、絶対に逃げられないことがよくわかった。

シカの胎児のホルマリン浸けには、ちょっと戦慄が走った。人の赤ちゃんを思い出

したからだ。ウミウシのうんちの化石には、みんな呆然！

「試験管に雪をふらせよう！」のワークショップを、一人ずつ指導してもらう。塩

化アンモニウムの白い結晶が、たくさん降ってきました。

興味のあるのらえもんの方々、ぜひ訪ねてみよう。そして、もっと深めてみたいと

思ったら、「 EXEDRA 研究部」のコースを受講することを勧めます。
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『 人も 自然も みんな友だち 』
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６，ふり返りの感想

〇ゆきのじっけん、エンカアンモニウムをはじめてしった。

ワニのほね はじめてさわって うれしいな

栗島小２年

〇雪をつくれるのが、すごかった。

鹿浜五色桜小２年

〇手で触れるひとつひとつの毛皮にはひとつひとつの命があった 古高 利男


